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１．平成29年3月期通期連結業績予想と実績との差異

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭
前回発表予想（Ａ） 39,000 90 150 90 4.60
実績値（Ｂ） 40,335 293 364 282 14.44
差額（Ｂ-Ａ） 1,335 203 214 192 －
差額率（％） 3.4 225.6 142.7 213.3 －
（ご参考）前期実績
(平成28年3月期）

２．平成29年3月期通期個別業績予想と実績との差異

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭
前回発表予想（Ａ） 37,000 70 230 190 9.71
実績値（Ｂ） 38,340 90 297 246 12.59
差額（Ｂ-Ａ） 1,340 20 67 56 －
差額率（％） 3.6 28.6 29.1 29.5 －
（ご参考）前期実績
(平成28年3月期）

３．差異が生じた理由
（連結）

（個別）

以上

　売上高につきましては、サッカー用品、アパレル、フットウェアやアウトドア用品等が好調に推移したことにより、前
回予想を上回ることとなりました。これにより、営業利益も予想を上回ることこなりました。また、前述に加え、子会社
の業績回復による貸倒引当金戻入が計画より上回ったため、経常利益、当期純利益は前回予想を上回る結果と
なりました。

36,492 △ 138 60 50 2.58

　個別業績予想の修正に伴うものに加え、製造部門では、為替が予想より円高基調で推移したことや、製造原価
低減に努めたことにより、売上総利益が予想を上回り、また、諸経費の削減効果により営業利益、経常利益、親会
社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回る結果となりました。

平成29年5月11日

業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ

　平成28年5月12日に公表いたしました平成29年3月期通期（平成28年4月1日～平成29年3月31日）の業績予想
値と、本日発表いたします平成29年3月期通期の実績値との差異についてお知らせいたします。

記

38,643 △ 272 △ 200 △ 226 △ 11.56


